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大学等廃棄物処理施設協議会
　大学等廃棄物処理施設－協議会主催の第11回廃棄物処理技術分科会が平成7年7．月20日（木）と21日（金）
に東北大学工学部青葉記念会館で開催され，岡山大学からは篠田環境管理センター長，井勝助手，加瀬野
助手及び竹内主任の4名が参加した。本分科会では3題の特別講演と7題の研究成果報告が行われた。な
お，研究成果報告では岡山大学環境管理センターの加瀬野助手が“岡山大学における排水中有機塩素化合
物の現状と課題”という演題で，当センターにおける廃液処理技術に関連して技術検討を行ってきた成果
を報告した。分科会終了後は東北大学環境保全センターの見学会が行われた。東北大学では1994年12月に
施設の更新が行われ，それに伴いバーコードとコンピューターを利用した廃液の管理システムを構築して
おり，今後の廃液管理方法として注目を集めた。
　第13回大学等廃棄物処理施設協議会総会・研修会が平成7年11月9日（木）と10日（金）に早稲田大学
総合学術情報センターで開催され，岡山大学からは篠田環境管理センター長，井勝助手，加瀬野助手及び
藤元主任の4名が参加した。総会では，早稲田大学小山建夫氏，埼玉大学奥墨聖賢，琉球大学前田芳己氏
及び日本電気環境エンジニアリング（株）渡邊広幸氏の4名に技術賞が授与された。研修会では，3題の
特別講演，フリーディスカッション「有機塩素系溶媒排出低減」，4部会の作業部会報告が行われた。な
お，研修会終了後早稲田大学環境保全センターの見学会が行われた。早稲田大学ではケミカルショップを
通じての試薬購入が行われており，化学物質の性質も含め試薬の管理が一括して行われている。
　上記技術分科会及び総会・研修会の講演を中心に編集された大学等廃棄物処理施設．協議会会報第13号の
目次を以下に掲載する。内容に興味のある方は環境管理センターまでお問い合わせ下さい。また，本協議
会には岡山大学も団体会員として登録していることから，岡山大学教職員は本協議会開催の行事に参加す
ることができます。詳細については環境管理センターまでお問い合わせ下さい。
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岡山・香川環境資源懇話会
　岡山・香川環境資源懇話会は，昭和63年6月に産・官・学の情報交換，技術交流の場として発足以来，
毎年多彩な事業活動を行っている。岡山大学環境管理センターでも環境関係の情報収集及び技術交流を目
的として懇話会事業に積極的に参加している。平成7年度は以下の事業が行われた。なお，岡山・香川環
境資源懇話会会報第8号の目次を掲載した。本懇話会は岡山工学振興会で事務処理を行っています。入会
希望その他の問い合わせば岡山工学振興会にお願いします。
1．平成7年度総会・講演会
　　日時：平成7年5月12日（金）　14：00～19：00
　会場：岡山ロイヤルホテル
　　1）総会
　　2）講演会
　　　　「21世紀の地球環境問題と経済社会」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境・文明研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　　加　藤　三　郎
2．第7回R＆Dサロン
　　日時：平成7年9，月6日（水）　13：30～16：30
　会場：岡山大学大学院自然科学研究科棟大講義室
　　　　「持続可能な発展と環境管理・環境監査　一ISO14000から環境∫［Sへ一」
　　　　　　　　　　　　　　　　　環境監査協会代表取締役山田国廣
3．第8回見学会・討論会
　　日時：平成7年11月16日（木）　9：30～17：00
　会場：香川医科大学
　　1）見学会
　　　　林原生物化学研究所，吉備製薬工場
　　　　岡山県工業技術センター
　　　　　テクノサポート岡山
　　2）話題提供
　　　　「吉備高原，テクノリサーチ地区における水環境」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県
4．第8回講習会・セミナー
　　日時：平成8年3月5日（火）　9：00～17：00
　場所：岡山商工会議所
　題目：窒素，リソ対策の最近の動向と話題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一36一
（1）環境資源科学セミナー
　1．海域の窒素，リソ環境基準とその対策技術
　　　　　　　　広島大学工学部環境基礎化学講座　教授　岡　田
　2．窒素，リンの規制の動向
　　　　　　　　岡山県地域振興部環境保全課　衛生主幹　中　島
（2）環境技術講習会
　1．新しい窒素，リソ除去技術
　　　　　　　　　　栗田工業（株）研究開発本部総合研究所　渡
　2．セラミック膜を用いたN，P除去型合併処理浄化槽について
　　　　　　　（株）クボタ新淀川環境プラントセンター　鳴　上
　3．担体投入型活性汚泥法によるN，P除去
　　　　　　　（株）荏原製作所環境事業本部応用技術部　田　中
　4．流量調整・窒素除去型小型合併処理浄化槽の開発
　　　　　　　　　　フジクリーン工業（株）第一開発部　佐　藤
（3）総合討論
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